
ドキュメント・サプライ①

病院図書室 １４（１）：３－１７，１９９４

図書館は利用者に対して資料や情報を提供する （３） 医学関係中央団体図書館

ことが主な仕事です。そのために自館で資料を収 （４） 関連情報機関

集し、また情報へのアクセス手段を整えたりしま （５） ドキュメントサプ ライヤー

すが、さらに利用者サービスとして自館に所蔵し （６） 国立国会図書館

ていない資料の入手、提供を行います。特に所蔵 （７） 公共図書館

資料が乏しく、その上利用者の文献要求の多い病 （８） その他の大学図書館

院図書室ではこのサービスはたいへん重要なサー （９） 海外の図書館

ビスです。昨年４月以降のＭＲの文献サービスの自 （１０） その他

粛や医中誌やＭｅｄｌｉｎｅのＣＤ－ＲＯＭ版の普及によって

病院図書室の扱う文献依頼の量は大幅に増加して （１） 大学医・歯・薬学系図書館

います。以下、逐次刊行物の情報源を紹介します 自館にない資料の入手には従来より図書館間の

ので参考にしてください。 相互貸借サービス（ＩＬＬ）が利用されてきました。

単行本や ＧｒａｙＬｉｔｅｒａｔｕｒｅの所在については需 医学分野の文献流通網としては古い歴史を持つＪＭ

要も多く調査トゥールの刊行が待たれますが、現 ＬＡがあります。ＪＭＬＡは全国の大学医学部、あるい

在医学書については日本医学図書館協会（以下、 は医科大学の図書館を中心に１０４の図書館で構成

ＪＭＬＡと略す）の「医学洋書ユニオンカタログ」の されています。文献の相互利用はＪＭＬＡの大きな機

他に目ぼしいトゥールはありません。もっとも学 能の一つですが、ＪＭＬＡの刊行している「現行医学

術情報センターＮＡＣＳＩＳには国立大学を中心に単行 雑誌所在目録」には加盟館の他にも薬学系等関連

本のデータがかなり蓄積されてきていますので、 分野の図書館のデータもリストアップされており

もし必要であれば近くの大学図書館等にお願いし 併せて利用することができます。

て所在を確かめるとよいでしょう。

現在、病院図書室、あるいは病院で働く医療関

係者が文献の依頼をすることができる図書館や情

報機関は以下のとおりです。ただし、文献サービ

スをネットワーク内に限定しているところやそれ

ぞれの館の事情により病院図書室をサービス対象

にしていない図書館もあります。また、各館には

利用の条件、必要な手続き、申し込みや料金支払

の所定の様式などがありますから注意が必要です。

画 大
（１）

（２）

大学医・歯・薬学系図書館

病院図書室ネットワーク加盟施設

（２）病院図書室ネットワーク加盟施設

病院図書室文献サービスのバックアップは主と

してこのＪＭＬＡ加盟館にお願いしてきましたが、最

近では病院図書室間のネットワーク形成が進み、

それぞれの会員の間で文献の相互貸借が盛んに行

われるようになってきています。現在、北海道、

福島、新潟、栃木、静岡、三重、島根などの各県

にネットワークがあり、他方病院図書室研究会、

当協議会のように地域を越えたネットワークを形

成している団体もあります。ネットワーク内での

文献相互貸借が基本ですが、どうしても欲しい文

献については他のネットワーク加盟施設に相談し

てはいかがでしょうか。

－ ３
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（３） 医学関係中央団体図書館

この他、医学とその関連分野の中央団体の図書

室があります。たとえば、日本医師会図書館や日

本看護協会看護研修センター図書館がありますが、

これらの団体は会員に対するサービスが中心で対

図書館サービスは積極的に行っていないようです。

病院の医師や看護婦等その団体の会員であれば個

人で利用することができます。また学会等の各職

能団体でも文献サービス、情報サービスを行って

いるところがあります。これも原則的には会員個

人に対するサービスです。

（４） 関連情報機関

医学や科学技術関係の各種ｔ青報機関があります。

これらの機関は文献サービス以外にも多くのサー

ビスを提供しています。提供する資料の種類や料

金が高いことなどに注意すれば迅速なサービスが

期待できます。主な情報機関は以下のとおり。

１）医学中央雑誌刊行会

＊申込方法：

郵送、ＦＡＸ、電話

ＦＡＸは所定の用紙あり。

＊複写料金：

￥５００（基本料金）十（￥３０×ページ数）

＊料金支払方法：郵便振替

＊納期：中込受付の翌日発送

＊問い合わせ先：

〒１６８東京都杉並区高井戸東２－５－１８

ＴＥＬ．０３－３３３４－４６３２

ＦＡＸ．０３－３３３４－５０４５、０３－３３３４－６０１３

＊備考：

・対象は医学中央雑誌に収載の和雑誌

・医学中央雑誌予約購読機関、個人の場合は

基本料金￥１００割引

＊申込方法：郵送、ＦＡＸ

＊複写料金：センター所蔵文献については５枚

単位で￥５００加算（ＦＡＸでの申込受付につい

ては手数料＼２００必要）送料実費。

＊料金支払方法：銀行振込、郵便振替

＊納期：申込受付の翌日発送

＊問い合わせ先：大阪分室

４

〒５４１大阪市中央区高麗橋２－３－１５

三星高麗橋ビル

ＴＥＬ．０６－２０３－６６４６

ＦＡＸ．０６－２０３－６６７６

＊備考：

・単行本の複写可（別途料金＼１，２００要）

・雑誌のバックナンバーは１９８２年まで。

＊中込方法：郵送、オンライン

＊複写料金：

ＪＩＣＳＴＲｌｆｆ蔵文献は￥６００十（＼６０×ページ数）

上記金額に送料含む

＊料金支払方法：銀行振込

＊納期：申込受付から約３日後発送

＊問い合わせ先：大阪支所

〒５５０大阪市西区江戸堀１－９－１

肥後橋センタービル１０Ｆ

ＴＥＬ．０６－４４５－６００１

ＦＡＸ．０６－４４５－６４３９

＊備考：

会議資料、技術レポート、公共資料等の複

写可。

（５） ドキュメントサプライヤー

図書館関係者にはあまり知られていませんが、

医学関係の文献サービスをする文献ブローカーが

あります。今までは主として製薬会社 ＭＲ等を通

して医師に文献を提供してきたようです。ＭＲの

サービス自粛によって文献入手が困難になってき

ましたが、図書室の体制が整っていない施設では

こうしたブローカーの利用も考慮するとよいで

しょう。一般的に図書館相互貸借による文献入手

より高価ですが、エンドユーザーが使うには便利

で、サービスも迅速です。

下にこうした民間業者をいくつか挙げておきま

すので参考にしてください。

１）㈱サンメディア

＊申込方法：郵送、ＦＡＸ、電話

＊複写料金：５枚毎に￥８００。手数料１件につ

き＼２００。送料は実費。

＊料金支払方法：銀行振込、郵便振替、クレ

ジットカード（ＶＩＳＡ）



＊納期：申込受付から１～２日後納品。

＊問い合わせ先：大阪営業所

〒５３１大阪市北区本庄東１－１－１０ ＲＩＳＥ８８

ＴＥＬ．０６－３７１－１１６１

ＦＡＸ．０６－３７１－７３５６

＊備考

・昨年１０月にメディフォ、㈱ＭＩＬを合併。

・単行書、会議録等の複写可。

趾座と 辻 二丞

＊申込方法：郵送、ＦＡＸ、電話

＊複写料金：通常価格は５ページ単位でＹ７００加算。

送料は実費。

＊料金支払方法：銀行振込、郵便振替、銀行口

座自動振替

＊納期：申込受付の即日または翌日発送

＊問い合わせ先：

〒１０４東京都中央区八丁堀２－２０－９

京橋第８長岡ビル２階

ＴＥＬ．０３－３５５２－９６０１

ＦＡＸ．０３－３５５２－９６０３（フリーダイヤル０１２０－１９９０９３）

＊備考：単行書、会議録等の複写可。

３）㈱伸樹社

＊申込方法：ＦＡＸ、電話

＊複写料金：

通常価格１～５枚（￥８００）、６～１０枚（￥１，６００）、

１１～１５枚（＼２，４００）、１６～２０枚（￥３，０００）

以下、５枚単位に￥５００加算。

送料は実費十手数料（￥５００）

＊料金支払方法：銀行振込

＊納期：午前中受付；即日発送

午後受付；翌日または翌々日発送

＊問い合わせ先：大阪本社

〒５４１ 大阪市中央区道修町２－２－６

道修町後藤ビル８階

ＴＥＬ．０６－２０３－０１１２

ＦＡＸ．０６－２０３－０１２２

＊備考：単行書、議事録等の複写可（雑誌文献

複写と同価格体系）

＊申込方法：ＦＡＸ

＊複写料金：通常価格は基本料金（￥５００）十

（￥１００×ページ数）、送料は実費。
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＊料金支払方法：郵便振替

＊納期：午前中受付；即日発送

午後受付；翌日発送

＊問い合わせ先：

〒１５１東京都渋谷区本町４－２１－１

ＴＥＬ．０３－３３７２－１７６１

ＦＡＸ．０３－３３７３－９６６６

＊備考：単行書、レポート類、会議録等の複写

可。

分㈱中外メディカル情報

＊申込方法：郵送、ＦＡＸ、電話

＊複写料金：通常価格は１～５枚で￥７００、以下５

枚単位で￥５００加算。電話中込受付については

手数料（￥２００）要。送料は実費十手数料（￥５００）

＊料金支払方法：郵便振替

＊納期：１～２日

＊問い合わせ先：

〒１７１東京都豊島区高田３－４１－８

㈱中外製薬中央研究所内

ＴＥＬ．０３－３９８６－４４８４

ＦＡＸ．０３－３９８８－７２３０

＊備考：単行書の複写可（別途＼５００要）

（６） 国立国会図書館

別掲のリソースライブラリー参照。

（７） 公共図書館

医学専門書の所蔵はあまり期待できませんが、

広い分野の資料を収集しているので、病院の近く

にある公共図書館をうまく活用すると便利です。

患者サービスや患者教育等の図書を借り出してい

る病院もあります。また、地方自治体の刊行物や

発行物については大事な情報源図書館です。

（８） 医・歯・薬学系以外の大学図書館

文部省の学術情報センターでは大学図書館の逐

次刊行物目録「学術雑誌総合目録」を発行してい

ます。この目録は市販されており入手が可能です。

これによりますと、７０２機関の所蔵学術雑誌の所

在が明らかになり、医学分野以外の情報ソースが

わかります。図書館によっては病院図書室への

サービスはしていないところもありますが、学術

－ ５－
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情報の入手には欠かせない情報源図書館です。

（９）海外の図書館

現在、近畿病図協ではＢｒｉｔｉｓｈＬｉｂｒａｒｙＤｏｃｕ－

ｍｅｎｔＳｕｐｐｌｙＣｅｎｔｅｒのクーポンを共同利用してい

ます。この他にもＮａｔｉｏｎａｌＬｉｂｒａｒｙｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ

への申し込みもＪＭＬＡ加盟館を通じて可能なようで

す。国内で入手不可能な文献はこの方法を使って

ください。近畿病図協のＢＬＤＳＣセンターは星ヶ丘

厚生年金病院図書室です。

（１０） その他

以上の手段を使えばおおかたの文献は入手でき

ますが、どうしても所在がわからないものについ

ては著者に直接問い合わせたり、発行元に問い合

わせることなどが必要です。したがって、研究者

名簿等のダイレクトリ一類、学会の所在等を調べ

るトゥールは揃えておくと便利です。

また、全国には多くの専門分野の図書館があり

６

ます。専門図書館協議会が刊行している「専門情

報機関総覧」（隔年発行）には各種専門図書館や

研究所図書館の一覧が掲載されています。公的機

関の図書館を除いてその多くは非公開ですが、ど

のような専門図書館があり、コレクションにはど

のようなものがあるかを知るにはいいかもしれま

せん。また、１９７８年に日本図書館協会から刊行さ

れたものに「専門情報機関案内一東京版」があり

ますが、その後継続刊行はなされていないようで

す。新しいものでは、日本図書館協会機関誌「図

書館雑誌」が「ちょっと気になる Ｌｉｂｒａｒｙ」をシ

リーズ連載し、そこではさまざまな図書館が紹介

されて面白い読み物になっています。その他、最

近は図書館がトレンディーなのでしょうか、雑誌

「週刊文春」でも現在隔週で「図書館へ行こう」

が連載されていますし、他の週刊誌等でも各種図

書館の紹介が目につきます。直接日常業務に関わ

りがないかもしれませんが、目を通しておくとよ

いと思います。 （編集部）




